
システムの拡 ii 



本装置がサポートしている内蔵タイプのオプションデバイスの増設ちまやシステムが提供するを種機能の 
設を方法について説明します。 


内蔵オプシヨンの取リ付け108ぺージ) 

6の5の設をと確認(^117ページ） . 


内蔵オプションの取り付け.取り外し方法を説明 
しています。 

内蔵オプションの取リ付け-取りかしの後に八一 
ドウエアの構成情報を保をしたり，確認したりす 
る方法を説 S 月しています。 
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内蔵オプションの取り付け 


本体に取りがけられるオプションの取りがけ方法および注意事項について記載していまず。 

vr-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に 
取り付け/取り外しを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定ずる部品を使用してくだをい。指定 1 U 巧•の部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 


安を上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取りがけ/取りかしをするためじ次のを意事項をみず守ってくだ 
さい。 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け'取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ(アームパンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入6ない場合は部品を触る前 
に塵体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また，作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場巧の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を巧います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
巧った上で作業を行って < ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を巧ってください。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行って<ださい。 

一取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)をかしてください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端すや実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止届の袋などじ入れて<ださい。 


システムの化張 
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部品の取り付け/取りかしの作業をする前に準備をします。 

卓上に設置している場合 

本体を卓上に設置している場合の手順じついて説明します。 


1. 本体の電源を OFF ( POWER ランプミ肖の）にする。 

己. 本体に接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取りかす。 



4. トップ カバーを 取り外ず。 

くぼみの部分に指をかけてスライドさせ 
て < ださい。 



トップカバーを取り付けるときは、 
トップカバーにあるフックが本体の 
フレームにある穴に引つかかるよう 
にして取り付けてください。 
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ラックに設置している場合 


本体をラックに設置している場合の手順について説明します。ラックからの取り外しは1人 
でもできまずが、なるベ<複数をで巧うことをお勧めします。 



A 戸 D 


/ M ま意 


装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、火傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ！;(降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引き出した状態にしない 
• カバーを外したまま取り付けない 
• 指を挟まない 


2章を参照して本体をラックから取り外し、じょうぶで平らな机の上に置く。 


I本体を引き出したまま放置しないでくだをい。必ずラックか5取り外してください。 

2. ネジ1本を外ず(前ページの手順3参照)。 

3. トップ カバーを 取り外ず。 

くぼみの部分に指をかけてスライドさせてください（前ページの手順4参照）。 


トップカバーを取り付けるときは、 
トップカバーにあるフ 、ソク が本体の 
フレームにある巧に引つかかるよう 
にして取り付けてください。 
ラックへ収納ずる際は、本体側面に 


本体背面 


本体前面 


わ 
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あるマウントブラケットをサポートブラケッ 
卜じ差し込みながらラックへ押し&んでくだ 
さい。完全に押し込んだ5、前面の両側にあ 
るセツトスクリューで固をします。 


フ□ントべゼルを取り付けるときは、フ□ン 

セット / 
スクリュー 


卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしなが5取り付けます。取 
り付けた後はセキュリティのためじもキーで 
□ックしてください。 




取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取りかしをします。 


PCI ボード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードじは 、 PCI 
ボードを取り付けることのできるス□、ソトが1個あります。 

H-O PCI ボードは大変静電気に弱い電モ部品でず。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また、また、 PCI ボードおよびラ 
イザーカードの端子部分やポードに実装されてし巧部品の信号ピンに触れたり、 PC 怖ード 
およびライザカードを直接のの上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は 
109ぺージで詳しく説巧してぃまず。 


ライザーカード 



取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトにボードを取りがけます。 

II ^ PCI ボードを取り付けるときは> ボードの接続部のお状と PCI ボードス□ットのコネクタお 
d 立 巧！ 巧が合っていることをお認してください。 

I n-O 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみでず。ロングタイプは取 
屋^ り巧けることびできません。 
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1. 110ページを参照して準備をする。 



3. ライザーカードからネジ1本を外し、増 
設ス □、ソ トカバーを取り外ず。 


p-oira 

取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてくだをい。 



増設ス□ットカバー 


4. ライザーカードに PCI ボードを取りがけ 
る 0 


ライザーカードのス□、ソト部分と PCI 
ボードの端す部分を合わせて、確実に差 
し化みまず。 


PCI ボードのブラケットの端が、ライザー 
カー ドの フレーム 巧に差し込まれる 



p-oira 

• ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびポードに実装をれている電モ部品の信号ピン 
には触れないでくだをい。ミちれや油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか目取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損ずるおそれがあ 
りまずのでま意してくだをい。 


I チェック I 

PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム巧に差し込まれていることを確認し 
てください。 



己. PCI ボードを手順3で外したネジで固走ず 
る。 


6 . ライザーカードをマザーボードのス□ット(こ接続ずる。 

ライザーカードの端子部分とマザーボード上のス□、ソト部分を合わせて、磕実に差し込みまず。 

差し込む際にライザーカードのフレームにある、崖体フレームじ引っかけるための、ソ;が正し 
く勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、図のようじライザーカードの 
フレームを指で押し、ライザーカードの端す部分が完全に見えなくなるまで押し化んでくださ 
い。 




7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. 「 AcK / anced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 じずる。 

八ードウェアの構成情報を更新するためでず。詳しくは119ページをご賣ください。 

日.インタフェースの設走をする。 

オプションの1000 BASE - SX 接続ボード ( N 8104-84)、または1000巨 ASE - T 接続ボード( N 8104- 
103)を使用する場合のインターフェース設思ま 、 Management Console から巧いまず。 
Management Console - H ； システム]アイコン イネ、ソ トワーク] ー インターフェースで reth 2」 を設 
走してください。 

増設したオプションボードを負荷分散の転送ポートで使用ずる場合は 、 Management Console 一 
[システム]アイコンー [ LB 基本設定]で設定蛮要を行ってください。 

詳細は Management Console のオンラインマニュアルを参照して操作してください。 
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取り外し 

ボードの取り外しは，取り付けの逆の手順を行って<ださい。 

ボードをしっかりと持って取りかしてください。また、取りかしの隐に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえても6いなが6取りかしを巧ってください。 

W -0 PCI スロットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケープルを抜くときは、コネ 
クタのツメび手では巧しにくくなつているため、マイナスドライバなどを使用してツメを}甲 
して巧いてください。その際に、マイナスドライバなどび LAN ポートやその他のポートを 
破損しないよラ十分にを意してください。 

ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付け6れていた増設ス□、ソ 
トカバーををず取り付けて<ださい。増設ス □、ソ トカバーがはネジで固をしてください。 



BIOS の設定と確認 

Basic Input Output System ( BIOS ) か 6 の八ードウエアの状態 fit 認や設をの変更ちまについて説日月しま 
す。 

B の S 設をの変更やお認じはユーティリティ 「 SETUP 」 を使用します。このユーティリティは本装置内のフ 
ラッシュメモリに標準でインス I ルされているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できま 
ず。 

S 口 UP で設定される内容は、出荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設定していますのでほとん 
どの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、次の場合に起動して設をを変更するか要があり 
ます。 

• システム内の構成情報をリセ、ソトしたい場合(^119ぺージ） 

• POWER スイ、ソチの機能を無规こする場合卜121ぺージ） 
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管理 PC を本体前面じあるシリアルポート B(COM B ) に接続し、本体の電源を 0 N 1 こすると管理 PC の画面 
に POST (Power On Self - Test ) の実巧内容が表示されます。 

しば5くすると> 次のメッセージが画面左下じ表示されます。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを巧って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも表示されてい 
ます）。 


サブメニューがあることを示ず 


現在表示しているメニューを示す 


設定項目 



Phoenix BIOS SetLf) Utility 
Server 


1 Manaoement 
^Redirection 
t Log Configuration 
IRQ: 

AC LINK: 

Temperature Sensor: 
Post Error Pause 
Boot Monitoring: 


[IRQUq 
[Lasts 
[EnabI 
[Enabled] 
[Disabled] 


ist State] 
tabled] 


Item Specific Help 


displays System ar 
'evision infomatioi 


FI Hdp 
Esc Exit 


Sdectitem -/+\ ChangeValues F9 Setup Defaults 

Select Menu En 若 Select > Sub-Menu FlO Save and Exit 


オンラインヘルプ 
ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


キーの 機能説明 


力-ソルキ -( t 、 丄） 

カーソルキー（卜、-^) 
< — 〉キ ー /<十〉キー 

< Ente 「> キー 
く Esc> 丰一 
く F 1>キー 


<F9> キー 


く F 10> キー 


画面に表示されている項目を選択します。女字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security, Server、Boot, Exit などのメニューを選択します。 
選択している項目の値（パラメータ）を蛮要します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのま定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。押し縮けると 「Exit」 メニューに進みます。 

SETUP の操作でわか6ないことがあったときはこの丰一を押してください。 SETUP の 
操作【こついてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時のパラ 
メータと異なる場合があります)。 

設定したパラメータを保ちして SETUP を終了します。 
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操作手順 


オプションの増設を巧った際などに変更が必要となる項目の操作手順についてのみ記載しま 
す。その他の項目に圉する説巧は記載していません。化荷時の状態か6変更しないでくださ 
い。 

I M-O 本書で記載してし巧手順 W 外の操作や設定の変更をしないでください。本体び正しく動作し 
な < なるおそれびあ 0 まず。 


システム内の構成情報をリセットずる 

システム内に保をされているシステム構成情報に onfiguration Data ) をリセ、ソトしたい場合 
は、と J 下を参照してください。 

• 選択するメニュ ー 

「 Advanced 」 イ Reset Configuration Data 」 





Item Specific Help 

> PCI Configuration 



> Peripheral Confiquraion 


Additional setup 

V Memory Configuration 


menu to configure 

PCI device. 

Reset Configuration Data: 

[No] J 


M emory/P rocesscN' Error 
Boot-time Diagnostic Screen: 

[Enabled] 


[Disabled] 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


• 構成情報のクリアち法 

「Reset Configuration Data 」 を違択(八イライト）して < Ente 「> キーを押し、 S 口 UP を終 
了してください（この後の r 終了方法」を参照してください）。再起動し、構成情報がクリ 
アされまず。 
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POWER スイッチ機能を無効にずる 

本体前面にある POWER スイ、ソチの機能を無効じすることにより、不用意なスイッチ操作に 
よる電源 OFF を防ぐことができます。 

• 選択するメニュー 

「 Security 」 イ Power Switch 」 



User Password 
Administrator Password 




Controls access to 
the system at boot 
It is also used to 
unlock the system 
while in secure mode. 
User passowcN'd cannot 
beset until the 
Administrative 
password has 
been set 





操作ち法 

「Power Switch 」 を選択(八イライりして < Enter > キーを押しまず。表示されるメニュー 
か SrDisabled 」 を選択して S 口 UP を終了してくださいにの後の r 終了方法」を参照して 
ください）。本装置が再起動し、システム構成情報が更巧されます。 

「 Disabled 」 じ設定すると、 POWER スイッチを使って装置の電源を OFF の状態か 60 N に 
することはできまずが、 ON の状態か 50 FR こすることはできなくなります。電源の OFF 
は Management Console か5行ってください。 
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終了方法 


SETUP を終了させる方法について説明します。 

♦ 選択ずるメニュー(む下のメニューむがは使用しません） 

「 Exit 」一 「Exit saving Changes」/「Exit Discard Changes 」/ n_oad betup Defadts 」 




Item Specific Help 

Exit Saving Changes: 


Exit Discard!na Changes: 


Load Setup Defaults: 

Exit system setup 

Load Custom Defaults: 

and save your 

Save Custom Defaults: 

changes in CMOS. 


FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


• 説明 

— Exit Saving Changes 

新たに逞択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保ちして SETUP を終わ 6 せる時 
に、この項目を逞択します 。 Exit Saving Changes を還択すると、磕認の画面が表 
示されます。 


ここで、 「 Yes 」 を達ぶと新たに違択した内容を CMOS (不揮発性メモリ ） 内に保ちし 
て SETUP を終了し，システムは自動的にシステムを再起動します。 

— Exit Discard Changes 

新たに逞択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保をしないで S 口 UP を終わ6せ 
たい時にこの項目を違択します。 

ここで，「 N 0」を逞択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わらせること 
ができます。 「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS 巧に保存して S 口 UP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 


— Load Setup Defauts 

S 口 UP のすベての値をデフォルト値に戻したい晒こ，この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaults を違択すると、お認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を違択すると、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を違択すると Exit メ 
ニューの画面に戻りまず。 
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己の S の設定値を闇違って変更してしまった場合は，シリアルポートに接続された管理 PC の 
画面に何ち表示されなくなることがあリます。このようなときは、 t (下の手順で八ードウェ 
ア構成情報を元に戻して<ださい。 


CMOS のクリア-コン フイグレーシヨ ンジヤンパスイツチ- 

BIOS セツトアップユーティリティ 「 SETUP 」 の設を内容は CMOS じ保有されます。この 
CMOS じ保をされている内容は次の方法でクリアすることができます。 


• CMOS の内容をク U アずると SETUP の設定内容がずベて出荷時の設定に戻りまず。 

• その他のスイッチの設定は変更しないでください。本体の巧障や誤動作の原因となりま 
ず。 




晶 


A A 

运 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページ L ソ降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを巧かずに巧り扱わない 




A 注意 



AG 

A A 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 中遠半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 落下を意 

• 装置を引き出した状態にしない 
• 指を挟まない 
• 局温ま意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引を出した状態にしない 
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n-O 本体の部の部品は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の塗装されていない金属フレーム部 
分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り巧ってくだをい。巧部の部品や部品の端子 
部分を素手で軸5ないでください。 


1. 110ページを参照して準備をする。 

2. ジャンパスイッチの設定を変更する。 

• 本体のジャンパピン（ピン1 1-12) に付いているクリップを使用してください。 
• クリップをなくさないようミ主意してください。 



CMOS の内容の保護/クリア用ピン （ 1 -2 ピン） 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアずる 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護ずる（化荷時の設定） 

3. 本体を元どおりに組み立てて PO 邮 ER スイッチを押す。 

4. POST を終了したら、電源を OFF にする。 

已. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON にして設定し直ず。 

•L 画 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てくださし、。 



ピン 11-12 
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BIOS 設定値のリ□ー ド 

BIOS の SETUP ユーティリティの 「Load Setup Defaults 」 で設定内容をデフォルト値に戻し 
た時や管理 PC の画面に何も表示されない時に保守-管理ツール CD - ROM を使って目 IOS 設定: 
値をリ□-ドずる必要があります。 

じ(下の手順に従ってリ□ー ドして<ださい。 

1. 管理 PC のシリアルケーブルを本体のシリアルポート (COM B ) に接統する。 

2. 本体前面の POWER スイッチを押す。 

3. 添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 を本体の CD - ROM ドライブじセットずる。 

4. 電源を OFF / ON してシステムを再起動ずる。 

リブート後、 BIOS の設を値がシステムにリ□ー ドされ、管理 PC の画面上[こメインメニューが表 
示されまず。 

W 上で完了でず。メニューを終了禮、「保守-管理ツール CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブから取り 
化して再起動してください。 


システムの化張 
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